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「材料研究の知識アーカイブと社会還元」

情報技術の実践として，材料研究における
知的成果物の保存・運用，社会還元について

NIMS戦略を紹介する

谷藤 幹子
企画部 科学情報室 室長
2009年7月24日＠NIMS東京会議室

配布用につき一部
割愛しています。 今日の目次
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第二章 知的生産物を取り巻く社会

– 政策・評価動向、社会システム動向

科学技術基本計画，総合科学技術会議, 日本学術会議，

科学技術振興事業団，国立情報学研究所

第三章 社会還元へのNIMSの取り組み

– 知識アーカイブ構想

– アーカイブからの情報発信＞シーズとニーズ

– 実践例：Knowledge baseとしてのデジタルアーカイブ

第四章 研究環境の変容と新たな探索経路の模索

– ままならぬマネージメント

– 実践例：ナノテクポータルサイト，研究者実践サイト

– 草の根ネットワークから変容のうねりへ
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長波長を用いた分割
測定した時に低角（２
θ＜20度）に おけるス

タンダード試料の特
性は？誰に聞けば？

第一章 知的生産物

背景

32009/07/24@NIMS

• 新規分野開拓、融合研究の進展

• 論文数の伸び：

40年間で約16倍

• 論文を読む量増と時間減：

化学分野 276論文/年、43分/論文

• 世界における研究力、資金獲得、評価競争

• 特許

• 産学官連携
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トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of Science”を基に、科学技術政策研究所が集計
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主要国の論文量の変化
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トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of Science”を基に、科学技術政策研究所が集計

主要国の国際共著論文比率の推移 (5年移動平均、％) 

2009/07/24@NIMS 7

１年間に、１研究者が読む論文数と
読む時間の平均値
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被験者：理工学から社会科学分野における18000人，対象：大学・非大学組織

出典：Dr. Carol Tenopir, University of Tennessee, 本調査の詳細は

Use and Users of Electronic Library Resources: An Overview and Analysis of Recent Research Studies. 
August 2003, http://www.clir.org/pubs/reports/pub120/pub120.pdf

第一章 知的生産物

データからみるNIMS（１）

• 実験手法，実験装置ノウハウなど

• 実験データやラボノート

• 特許

• 会議発表や予稿集

• 論文

• 会誌や雑誌（解説、翻訳、紹介記事）

• 講義ノート
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知
↓
情
報
↓
発
信
↓
共
有
↓
？



論文分野から見る

By SCOPUS

発表論文数から見る
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第一章 知的生産物

データからみるNIMS（２）

特許登録件数から見る
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外部資金と技術移転から見る

第一章 知的生産物

データからみるNIMS（３）
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By University Science Indicators Japan 1981-2007

第一章 知的生産物

データからみるNIMS（４）
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1981年から27年間の発表論文を分野ごとに見る

By University Science Indicators Japan 1981-2007

institution (1) Papers (2) Citations (3) Citations Per Paper

1 CHINESE ACAD SCI 7864 26434 3.36

2 Max Planck Society 1730 13273 7.67

3 TOHOKU UNIV 2970 9676 3.26

4 Natl Inst Mat Sci 2106 8926 4.24

5 NATL UNIV SINGAPORE 1241 8008 6.45

6 MIT 841 7940 9.44

7 AIST 1972 7735 3.92

8 TSING HUA UNIV 2500 7477 2.99

9 SEOUL NATL UNIV 1410 6629 4.7

10 UNIV CAMBRIDGE 1021 6568 6.43

11 GEORGIA INST TECHNOL 950 6568 6.91

12 OSAKA UNIV 1989 6284 3.16

13 CNRS 1669 6256 3.75

14 CSIC 1670 6181 3.7

15 UNIV CALIF SANTA BARBARA 489 5694 11.64

(field as a whole) 212332 825307 3.89 

122009/07/24@NIMS

1981年から27年間の発表論文を、世界の、材料分野における被引用数順位でみる

第一章 知的生産物

データからみるNIMS（７）



“世界レベルに向かう“世界レベルに向かう
日本の研究力“日本の研究力“

2009/07/24@NIMS 13

第一章 知的生産物

まとめ
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第二章 知的生産物を取り巻く社会

政策・評価動向－今の日本
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第二章 知的生産物を取り巻く社会

政策・評価動向－科学技術基本計画
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第二章 知的生産物を取り巻く社会

社会評価動向－総合科学技術会議

諮問第５号「科学技術に関する基本政策について」に対する答申H17.12
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第二章 知的生産物を取り巻く社会

社会システム動向－情報系独法ＮＩＩ
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第二章 知的生産物を取り巻く社会

社会システム動向－ＪＳＴ

“悲しいかな、加速する“悲しいかな、加速する
数字化社会“数字化社会“
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第二章 知的生産物を取り巻く社会

まとめ
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・・・

・基礎研究
・ もの作り
・知的財産

社会への還元
・応用、実用化

NIMS

材料研究機関材料研究者

・研究成果の発信
・共同研究成果アーカイブ

所内で生産される知的資産を
アーカイブ化、内外での活用

材料研究に役立つ情
報の一元化

インターネットリソース
への対応

NIMS内の情報共有

情報発信の強化
• 単なるアーカイブを超え

た一歩先の機能提供へ
向けて

• 広報機能の強化

• 受発信者の要望に応じ
た迅速な提供

研究者個人の見える
化

• 研究者総覧

• 研究者PR
• 研究グループ

第三章 社会還元への取り組み

知識アーカイブ構想
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第三章 社会還元への取り組み

アーカイブからの情報発信

学校教育や社
会教育などの
一般の利用

機関や国を
超えたライブ
ラリシステム
の横断利用

知識や成果を
自機関のライブ
ラリに登録

世界の図
書館から
インター
ネット利用
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第三章 社会還元への取り組み

アーカイブからの情報発信

理論・実験理論・実験 論証・実証 論文・特許

検索・照会検索・照会 比較・検討 引用・参考

議論・検討議論・検討 再考・共有 議論・発展

研究

情報

同僚

知識や
経験が

情報と
共に

統合され
た知的生
産物に

連続した情報
↓

統合による価値
↓

発信によるシーズ
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第三章 社会還元への取り組み

アーカイブからの情報発信

論文・特許論文・特許

引用・参考引用・参考

議論・検討議論・検討

研究

情報

同僚

論文原稿をアーカイブ
システムに登録する

参考文献を登録文献
と関連づける

ブログやウエブと
関連づける

論文・特許
データベース

引用・翻訳・
参考データ
ベース

インターネッ
トコミュニテイ
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第三章 社会還元への取り組み

実践例：Knowledge baseとしての
デジタルアーカイブ

• 知的生産物を発信するプラットフォーム

– 学術雑誌掲載論文から講演発表資料まで

– 画像・ビデオ等の研究過程で発生する生データも

• 世界に向けて発信

• 研究者の見える化
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論文資料、講演資料を
一元的に保存し、発信

第三章 社会還元への取り組み

実践例：Knowledge baseとしての
デジタルアーカイブ

実験写真もアーカイブ

Dr. Kostya Dr. Mitsuishi Dr. Akiyama

ダイアモンド顕微鏡写真 ナノ構造材料の
電子顕微鏡写真

鉄系材料の
電子顕微鏡写真

NIMS eSciDoc
デジタルライブラリー

NIMS eSciDoc

• 異なる分野の画像であって
も、共通部分を抽出した統一
スキーマを設定して、一元管
理可能

• 材料情報の研究生データと
成果情報をひもづける。

• 画像情報をまとまった単
位で自由にアルバムとし
て提供可能

成果資料だけでなく、それら情報と共に
研究者の「見える化」も

研究成果一覧の一元管理

成果一覧からのキーワードの自動抽出成果一覧からのキーワードの自動抽出



利用状況の著者へのフィードバック機能
発信したら「誰の、何が、いつ、どのくらい？」

どのようなひとがどれだけ自分の論文にアクセス、ダ
ウンロードしているかがわかることは、研究の励みに
なるだけでなく、共同研究のための方向性にも参考
にもなる

どのようなひとがどれだけ自分の論文にアクセス、ダ
ウンロードしているかがわかることは、研究の励みに
なるだけでなく、共同研究のための方向性にも参考
にもなる

利用状況の著者へのフィードバック機能
発信したら「全体として、どの地域に、どのくらい？」

“まま“ままならぬ、をならぬ、を満たす満たす
マネジメントシステム“マネジメントシステム“
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第三章 社会還元への取り組み

まとめ
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第四章 研究環境の変容と新たな探索経路の模索

変容する研究環境

インターネットとデジタルの時代において

• 研究を取り巻く環境はデジタル化

• 着想から公表までのプロセスは加速し

• 研究領域は広がり，重なり合い

• 資金も社会評価も数字主義

• 政府支援が潤沢な領域に人も論文も
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第四章 研究環境の変容と新たな探索経路の模索

ままならぬマネージメント

• 発信に関心がある
→学会発表から論文出版まで、あらゆる活動を自分

で更新。自分の研究業績の証として充実した知的
マネージメントを目指す。

• 発信に関心はあるが、面倒
→忙しくてマイページは持てない。別に要らない。

外部サービスの検索に任せる。誰かがやって。

そのようなただ中で－
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第四章 研究環境の変容と新たな探索経路の模索

実践例：ナノテクポータルサイト

日本のナノテクノロジー

先端研究拠点ネットワー
ク

政策・研究動向
国内向け・海外向け
若手技術者PR
一万人の登録会員
ナノテク検索エンジン

↑

情報の投稿制
社会へ発信

http://nanonet.mext.go.jp
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第四章 研究環境の変容と新たな探索経路の模索

実践例：研究者手弁当でマネジメント

http://www.nims.go.jp/xray/lab/
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第四章 研究環境の変容と新たな探索経路の模索

実践例：研究者手弁当でマネジメント

http://www.geocities.jp/tokyo_1406/node5.html
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第四章 研究環境の変容と新たな探索経路の模索

草の根ネットワークから変容のうねりへ

今、積極的な発信が必要な研究領域から

今度の研究プロジェクトについて

研究ピークが過ぎつつあるテーマでまとめて

－というような小さなニーズから、

必要性が情報を結びつけ、

スケールをもった発信力となり

マネジメント効果を体感できる仕組みを目指して。

“汝のディスクを“汝のディスクを

闇で満たすなかれ“闇で満たすなかれ“
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まとめ．．．

((轟眞市轟眞市))


